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第
２
は
、≪

産
業≫

“
活
力
み
な
ぎ
る

６
次
産
業
が
息
づ
く
島
”
に
つ
い
て
申
し

上
げ
ま
す
。

１　

島
の
た
か
ら
を
活
か
し
、
地
域
が
主

体
と
な
っ
た
観
光
・
交
琉
産
業
の
振
興

　

令
和
２
年
の
入
域
観
光
者
数
は
、
1
3
、

9
8
6
人
と
な
り
、
昨
年
の
2
5
、4
1
1
人

か
ら
大
幅
に
減
少
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
り
、
離
島
航
路
の
往
来
自

粛
や
、
観
光
客
の
総
合
窓
口
と
な
る
「
一

般
社
団
法
人　

伊
平
屋
島
観
光
協
会
」
の

民
泊
事
業
、
教
育
旅
行
等
の
受
入
を
自
粛

要
請
し
た
こ
と
、
村
内
各
種
イ
ベ
ン
ト
の

中
止
等
に
よ
り
、
島
外
か
ら
の
来
島
者
が

制
限
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。

　

一
方
、
村
内
の
飲
食
業
・
小
売
業
、
宿

泊
業
に
お
い
て
は
、
休
業
や
営
業
自
粛
を

余
儀
な
く
さ
れ
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
拡
大
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
の
予
防

強
化
に
努
め
ま
し
た
。
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の

周
知
徹
底
を
図
り
、
伊
平
屋
村
商
工
会
と

情
報
を
共
有
し
な
が
ら
営
業
体
制
の
改
善

指
導
を
行
い
ま
し
た
。

　

観
光
客
受
入
体
制
の
充
実
や
、
観
光

客
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
公
衆
無
線

L
A
N
（F

re
e
 W

i-F
i

）
の
ア
ク
セ
ス

ポ
イ
ン
ト
整
備
、
北
海
道
奥
尻
町
と
の

「
ム
ー
ン
ラ
イ
ト
マ
ラ
ソ
ン
」
の
連
携
開

催
及
び
島
外
で
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
な
ど
に

よ
り
、県
内
外
に
お
け
る
本
村
の
知
名
度
・

認
知
度
向
上
は
徐
々
に
効
果
と
し
て
現
れ

て
お
り
ま
す
。

　

令
和
３
年
度
も
、
観
光
・
交
流
産
業
は

中
核
産
業
で
あ
る
と
の
認
識
を
一
つ
に

し
、
観
光
協
会
及
び
商
工
会
主
導
に
よ
る

地
域
産
業
の
連
携
促
進
と
、
情
報
社
会
に

お
け
る
観
光
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
意
識
し

　

村
民
が
求
め
る
将
来
像
を
実
現
す
る
た

め
、
村
民
の
求
め
る
「
心
豊
か
な
望
ま

し
い
環
境
づ
く
り
」
と
「
自
ら
の
心
を

豊
か
に
す
る
人
づ
く
り
」
を
推
進
す
る
た

め
、
村
づ
く
り
へ
の
住
民
参
画
の
促
進
と

そ
の
取
り
組
に
つ
い
て
、
人
的
・
財
政
的

支
援
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。
住
民
主
導

の
村
づ
く
り
を
実
現
す
る
た
め
の
人
材
育

成
に
つ
い
て
は
、
住
民
が
島
の
将
来
を
デ

ザ
イ
ン
し
、
幸
せ
を
実
感
で
き
る
島
づ
く

り
を
住
民
自
ら
が
実
現
出
来
る
よ
う
、
引

き
続
き
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
リ
ー
ダ
ー
の
育

成
と
住
民
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
の
支

援
体
制
を
強
化
し
、
持
続
可
能
な
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
シ
ス
テ
ム
を
検
討
し
て
い
き
ま

す
。

　

行
政
職
員
の
資
質
向
上
に
つ
い
て
は
、

「
伊
平
屋
村
人
材
育
成
基
本
方
針
」
及
び

「
伊
平
屋
村
職
員
研
修
計
画
」
に
基
づ
き
、

職
員
の
意
識
向
上
と
高
い
行
政
能
力
を
有

す
る
職
員
形
成
を
図
る
た
め
の
各
種
研
修

を
実
施
致
し
ま
す
。
そ
の
一
環
と
し
て
、

今
年
度
は
北
部
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合

へ
職
員
派
遣
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
人
事
評
価
制
度
の
運
用
に
よ
る

職
員
の
適
正
管
理
の
実
施
と
、
そ
の
目
的

に
沿
っ
た
各
職
員
の
意
識
改
革
、
業
務
能

力
向
上
を
図
り
ま
す
。
役
場
の
職
務
環
境

に
つ
い
て
は
、
大
型
事
業
の
増
加
や
新
た

な
事
業
の
実
施
等
に
よ
り
総
じ
て
多
忙
な

状
況
が
つ
づ
い
て
い
る
中
、
昨
年
度
か
ら

の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
へ

の
対
応
等
も
加
わ
り
、
職
員
の
身
体
的
、

精
神
的
な
負
担
が
増
大
し
て
お
り
ま
す
。

よ
っ
て
、
職
員
定
数
の
適
正
化
に
取
り
組

み
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
等
の

適
正
化
、
働
き
方
改
革
に
引
き
続
き
取
り

組
ん
で
行
き
ま
す
。

「
新
時
代
の
到
来
」「
誇
り
あ
る
豊
か
さ
」

「
伊
平
屋
ら
し
い
社
会
の
構
築
」
等
引
き

続
き
施
策
を
展
開
し
て
参
り
ま
す
。

　

昨
年
２
月
に
県
内
で
初
め
て
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
確
認
さ
れ
て
か
ら

１
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
ま
た
、
本
村
で

も
昨
年
12
月
に
は
30
名
余
の
村
民
が
感
染

し
、
北
部
病
院
附
属
伊
平
屋
診
療
所
で
の

逼
迫
し
た
中
で
の
ス
タ
ッ
フ
の
頑
張
り
や

村
民
の
協
力
に
よ
る
早
い
対
応
で
発
症
者

全
員
が
軽
傷
で
帰
還
で
き
た
も
の
と
確
信

し
て
い
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
水
際
対
策
を
含
め
感
染
症

拡
大
防
止
と
村
民
生
活
の
安
定
並
び
に
経

済
の
回
復
に
向
け
、
職
員
一
丸
と
な
っ
て

取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

感
染
症
拡
大
防
止
に
向
け
て
は
住
民
課

を
中
心
に
医
療
体
制
、
検
査
態
勢
の
拡
充

に
取
り
組
む
と
と
も
に
医
療
機
関
と
も
連

携
し
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策

の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
い
う
ワ
ク
チ
ン
予
防
接

種
の
実
施
体
制
も
沖
縄
県
や
北
部
広
域
市

町
村
圏
事
務
組
合
、
北
部
病
院
、
医
師
会

病
院
、
保
健
所
と
も
連
携
し
摂
取
体
制
を

整
え
て
参
り
ま
す
。

　

社
会
福
祉
施
設
と
ら
ず
園
、
保
育
所
、

幼
稚
園
、
教
育
施
設
の
感
染
防
止
対
策
に

も
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
一
括
交
付
金
や
コ
ロ
ナ
対
策
補

助
金
等
を
活
用
し
「
安
心
・
安
全
な
伊
平

屋
島
」
の
構
築
と
「
村
民
の
生
活
・
雇
用
・

事
業
の
維
持
」
を
軸
に
経
済
対
策
を
展
開

し
て
参
り
ま
す
。

　

Ⅱ　

施
策
の
概
要

　

次
に
、
令
和
３
年
度
に
お
け
る
施
策
の

概
要
に
つ
い
て
、
村
民
の
求
め
る
将
来
像

に
沿
っ
て
、
基
本
姿
勢
と
主
な
施
策
に
つ

い
て
ご
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

　

第
１
に
、≪

住
民
主
導≫

“
住
民
主
導

の
村
行
政
”
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　

我
国
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
、
少

子
高
齢
化
社
会
の
到
来
、
国
家
財
政
の
危

機
的
状
況
な
ど
、
社
会
経
済
に
大
き
な
変

革
を
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
な
中
、

地
方
自
治
体
が
分
権
の
担
い
手
と
し
て
改

革
の
道
を
自
ら
切
り
開
い
て
い
く
こ
と
、

つ
ま
り
地
方
が
自
ら
知
恵
と
力
で
地
域
を

運
営
す
る
と
い
う
、
自
立
性
の
高
い
地
域

づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に

は
村
民
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握
し
、
地
域

の
振
興
に
と
っ
て
何
が
最
も
必
要
か
を
判

断
し
な
が
ら
政
策
を
展
開
す
る
こ
と
が
必

要
で
あ
り
ま
す
。
村
民
の
意
思
が
行
政
計

画
、
ま
た
は
行
政
意
思
決
定
プ
ロ
セ
ス
の

中
に
反
映
さ
れ
る
よ
う
村
民
自
ら
行
動
す

る
、
住
民
主
導
型
の
意
思
決
定
シ
ス
テ
ム

構
築
に
取
り
組
ん
で
行
き
ま
す
。

１　

村
民
の
主
体
的
な
村
づ
く
り
の
仕
組

み
の
整
備

　

Ⅰ　

は
じ
め
に

　

令
和
３
年
第
２
回
伊
平
屋
村
議
会
の
開

会
に
当
た
り
、
議
員
各
位
の
ご
健
勝
を
心

か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

令
和
３
年
度
の
当
初
予
算
案
な
ど
の
重

要
な
議
案
の
審
議
に
先
立
ち
、
村
政
運
営

に
当
た
っ
て
の
所
信
の
一
端
を
申
し
上

げ
、
議
員
各
位
並
び
に
村
民
の
皆
様
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
た
い
と
存
じ
ま

す
。

　

東
北
大
震
災
か
ら
明
日(

３
月
11
日)

で
10
年
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す

が
、
復
興
は
ま
だ
ま
だ
進
ん
で
お
り
ま
せ

ん
。早
期
の
復
興
を
望
み
た
い
も
の
で
す
。

　

沖
縄
県
21
世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
や
一
括
交
付

金
等
も
今
年
で
最
終
年
度
と
な
り
ま
す
。

県
は
こ
れ
に
変
わ
る
方
向
性
等
協
議
す
る

状
況
づ
く
り
に
着
手
し
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。
ま
た
北
部
病
院
、
北
部
医
師
会
病

院
の
統
合
に
よ
っ
て
北
部
医
療
セ
ン
タ
ー

が
２
０
２
６
年
に
開
院
す
る
こ
と
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
調
整
す
べ
き
課

題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。
１
日
も
早
い
北

部
広
域
の
医
療
体
制
が
整
い
安
心
・
安
全

な
医
療
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
こ
と
を

切
望
し
ま
す
。

 

私
が
村
長
に
就
任
し
て
か
ら
11
年
が
経

過
し
ま
し
た
。
こ
の
間
、自
然
を
愛
し「
自

立
」「
共
生
」「
多
様
性
」
の
理
念
の
下
掲

げ
た
公
約
に
つ
い
て
実
践
し
て
参
り
ま
し

た
。
し
か
し
人
づ
く
り
に
つ
い
て
は
道
半

ば
と
い
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

令和３年度

施
政
方
針
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な
が
ら
、
様
々
な
観
光
関
連
施
策
展
開
に

つ
い
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

地
域
の
産
業
を
振
興
す
る
に
は
、
地
域

資
源
や
特
性
を
活
か
し
、
そ
の
優
位
性
が

発
揮
で
き
る
産
業
分
野
に
重
点
を
お
い
た

戦
略
的
な
振
興
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
そ
こ
で
、
地
元
産
品
の
販
路
拡
大

を
図
る
た
め
、
島
内
事
業
者
を
対
象
に
セ

ミ
ナ
ー
や
研
修
等
を
行
い
、
島
外
で
の
催

事
出
展
を
支
援
・
実
践
の
場
の
提
供
を
行

い
ま
す
。付
加
価
値
を
高
め
る
た
め
に
は
、

他
に
は
無
い
島
の
独
自
性
と
突
出
性
を
う

ま
く
Ｐ
Ｒ
し
、
客
観
的
に
見
せ
る
場
が
必

要
で
す
。
平
成
29
年
度
よ
り
那
覇
市
タ
イ

ム
ス
ビ
ル
に
於
い
て
開
催
し
て
い
る
「
伊

平
屋　

観
光
・
物
産
と
芸
能
フ
ェ
ア
」
も

そ
の
取
り
組
み
の
一
環
で
あ
り
、「
売
れ

る
商
品
づ
く
り
」
を
目
的
に
今
年
度
も
他

産
業
と
の
連
携
強
化
を
引
き
続
き
取
り
組

ん
で
参
り
ま
す
。
観
光
・
交
流
産
業
を
中

心
に
、
関
連
産
業
の
積
極
的
な
育
成
と
新

事
業
の
創
出
を
図
り
、
村
内
経
済
波
及
効

果
の
高
い
、
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
産
業
と
し
て

の
発
展
を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
本
村
に
は
戦
後
、
日
本
領
土
と

ア
メ
リ
カ
領
土
の
境
界
線
と
な
っ
た
北
緯

27
度
線
が
日
本
国
内
で
は
唯
一
陸
地
を
通

り
、
日
本
と
切
り
離
さ
れ
た
歴
史
を
県
内

外
に
広
く
再
認
識
さ
せ
る
と
同
時
に
戦
争

の
記
憶
を
風
化
さ
せ
ず
に
学
習
教
材
と
し

て
後
生
に
継
承
さ
せ
、
二
度
と
戦
争
を
繰

り
返
さ
ぬ
よ
う
世
界
平
和
の
象
徴
と
し
て

祖
国
復
帰
50
周
年
へ
向
け
て
整
備
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

（1）
農
林
水
産
業
を
活
用
し
た
体
験
型
交
流

の
促
進

　

観
光
・
交
流
産
業
の
振
興
で
交
流
人
口

を
増
大
し
、
観
光
関
連
分
野
で
の
ニ
ュ
ー

ビ
ジ
ネ
ス
の
創
出
や
農
林
水
産
業
、
製
造

業
等
地
場
産
業
と
の
連
携
を
強
化
す
る
な

ど
経
済
波
及
効
果
を
高
め
る
こ
と
で
Ｕ

タ
ー
ン
等
に
よ
る
定
住
人
口
の
増
大
を
図

り
ま
す
。

　

民
泊
事
業
を
は
じ
め
、
観
光
施
設
を
活

用
し
た
体
験
型
観
光
交
流
等
、
本
村
な
ら

で
は
の「
観
光
と
農
林
水
産
業
と
の
連
携
」

を
推
進
し
、
教
育
旅
行
な
ど
観
光
・
交
流

産
業
の
振
興
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
等
の
観
光
・
交
流
事
業
に

携
わ
る
人
材
の
育
成
や
多
彩
な
観
光
交
流

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
、
関
連
企
業
の
育
成

支
援
、
観
光
交
流
情
報
の
受
発
信
等
の
支

援
を
引
き
続
き
行
い
ま
す
。

（2）
伊
是
名
村
及
び
今
帰
仁
村
と
の
連
携
に

よ
る
観
光
・
交
流
産
業
の
振
興

　

本
村
の
み
の
観
光
誘
客
に
は
限
界
が
あ

り
ま
す
が
、
歴
史
や
文
化
等
に
お
い
て
共

通
点
が
あ
る
伊
是
名
村
と
協
力
し
、
両
村

の
「
歴
史
・
文
化
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
旅

行
商
品
開
発
等
を
連
携
し
て
推
進
し
て
参

り
ま
す
。
ま
た
、
本
村
・
伊
是
名
村
・
今

帰
仁
村
に
よ
る
三
村
連
携
事
業
（
い
い
な

ま
つ
り
）
も
積
極
的
に
推
進
し
て
い
き
ま

す
。

　

伊
平
屋
、
伊
是
名
間
を
つ
な
ぐ
架
橋
建

設
に
つ
い
て
は
、
伊
平
屋
・
伊
是
名
経
済

圏
と
し
て
の
効
果
は
多
大
な
も
の
が
あ
り

ま
す
。
両
村
発
展
の
た
め
、
早
期
に
実
現

で
き
る
よ
う
歩
調
を
合
わ
せ
、
一
体
的
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

２　

く
ら
し
の
立
つ
農
林
水
産
業
の
振
興

　

本
村
の
農
林
水
産
業
は
、
地
域
経
営
資

源
を
活
用
し
た
基
幹
産
業
で
す
が
、近
年
、

産
業
全
体
に
占
め
る
割
合
が
大
き
く
低
下

し
て
お
り
、か
つ
専
業
農
家
・
漁
家
に
あ
っ

て
も
き
わ
め
て
く
ら
し
の
立
ち
に
く
い
状

況
に
あ
り
ま
す
。

　

農
業
を
取
り
巻
く
情
勢
は
、
農
業
従
事

者
の
高
齢
化
や
担
い
手
不
足
等
深
刻
な
問

題
を
抱
え
て
お
り
、
地
域
農
業
の
担
い
手

の
育
成
・
確
保
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、

就
農
促
進
対
策
を
積
極
的
に
推
進
す
る
と

と
も
に
青
年
の
新
規
就
農
者
及
び
経
営
継

承
者
を
増
加
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

新
規
就
農
や
経
営
継
承
を
す
る
に
あ
っ

た
っ
て
は
、
技
術
の
習
得
や
所
得
の
確
保

等
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
次
世
代
を
担

う
農
業
者
に
な
る
こ
と
を
志
向
す
る
者
に

対
し
、
引
き
続
き
新
規
就
農
者
の
確
保
を

図
り
ま
す
。
ま
た
、
農
業
次
世
代
人
材
投

資
事
業
等
の
活
用
に
よ
り
青
年
の
就
農
意

欲
の
喚
起
と
就
農
後
の
定
着
を
図
り
青
年

就
農
者
の
増
大
を
図
り
ま
す
。

　

今
後
の
農
業
・
漁
業
は
、
産
業
基
盤
の

整
備
や
環
境
保
全
を
は
じ
め
、
生
産
性
の

向
上
等
、
経
営
感
覚
に
優
れ
た
生
産
者
・

団
体
の
育
成
を
進
め
、
消
費
者
の
ニ
ー
ズ

に
対
応
し
た
安
全
・
安
心
で
良
質
な
農
村

資
産
物
の
生
産
及
び
安
定
供
給
が
で
き
る

体
制
作
り
、
ブ
ラ
ン
ド
化
を
推
進
し
、
観

光
産
業
と
連
動
し
た
く
ら
し
の
立
つ
農
林

水
産
業
の
振
興
に
取
組
み
ま
す
。

　

基
幹
作
物
で
あ
る
さ
と
う
き
び
、
米
に

つ
い
て
は
、
村
、
Ｊ
Ａ
お
き
な
わ
と
協
議

を
し
な
が
ら
、
農
家
負
担
の
軽
減
、
生
産

の
向
上
、
経
営
の
安
定
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
建
設
中
で
あ
っ
た
新
製
糖
工

場
が
竣
工
し
令
和
２
年
・
令
和
３
年
の
収

穫
か
ら
操
業
開
始
し
て
お
り
ま
す
。
近
代

的
な
含
み
つ
糖
製
糖
施
設
の
整
備
に
よ
り

製
造
コ
ス
ト
の
低
減
、
製
品
の
品
質
向
上

が
図
ら
れ
、
ま
た
衛
生
管
理
基
準
を
整
え

る
こ
と
に
よ
り
、
消
費
者
へ
よ
り
安
心
安

全
な
製
品
を
提
供
で
き
る
生
産
体
制
が
確

立
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

農
業
基
盤
整
備
に
つ
い
て
は
、
生
産
性

の
向
上
や
農
業
経
営
コ
ス
ト
の
軽
減
を
図

る
た
め
石
礫
の
除
去
、
農
業
用
水
の
安
定

的
供
給
等
に
取
組
ん
で
い
き
ま
す
。
令
和

３
年
度
は
、
田
名
東
部
地
区
（
石
礫
除
去

0
・
2
ヘ
ク
タ
ー
ル
沈
砂
池
３
基
）
を

整
備
し
ま
す
。
ま
た
、
農
業
水
路
等
長
寿

命
化
防
災
減
災
事
業
（
上
之
川
地
区
）
で

貯
水
池
及
び
附
帯
施
設
を
整
備
し
ま
す
。

　

水
産
業
に
つ
い
て
は
、
そ
の
基
盤
と
な

る
漁
港
を
第
三
次
漁
港
整
備
計
画
に
基
づ

い
て
、
伊
平
屋
漁
港
及
び
田
名
漁
港
を
随

時
整
備
し
て
い
き
ま
す
。令
和
３
年
度
は
、

田
名
漁
港
（
管
理
道
路
、
用
地
舗
装
、
も

ず
く
種
付
け
用
水
槽
）
伊
平
屋
漁
港
（
浮

桟
橋
、
防
暑
施
設
、）
等
を
整
備
し
ま
す
。

　

第
３
に
、≪

ひ
と≫

　
“
郷
土
愛
に
富

み
、
夢
を
求
め
る
人
材
を
育
む
島
”
つ
い

て
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
村
の
教
育
は
、
離
島
で
あ
る
が
故
の

様
々
な
ハ
ン
デ
ィ
を
克
服
し
、
新
し
い
島

づ
く
り
に
取
り
組
め
る
人
材
の
育
成
を
優

先
課
題
と
し
て
、
生
涯
学
習
、
人
材
育
成

シ
ス
テ
ム
構
築
等
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。こ
れ
ま
で
の
成
果
を
検
証
し
な
が
ら
、

グ
ロ
ー
バ
ル
な
社
会
環
境
の
変
化
に
対
応

で
き
る
人
材
の
育
成
を
念
頭
に
、
よ
り
充

実
し
た
教
育
活
動
・
人
材
育
成
シ
ス
テ
ム

を
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
そ
の
た
め
に
は
、学
校
・
家
庭
・
地
域
・

社
会
・
行
政
と
の
連
携
に
よ
る
教
育
力
の

向
上
を
強
化
し
て
い
く
と
と
も
に
、
新
し

い
発
想
に
よ
る
教
育
環
境
の
整
備
、
交
流

に
よ
る
人
づ
く
り
、
地
域
ぐ
る
み
の
教
育

環
境
の
整
備
に
努
め
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、「
教
育
方
針
」（
別
冊
）

で
ご
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

　

第
４
に
、≪

く
ら
し≫

“
心
と
体
が
み

た
さ
れ
る
島
”に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　
“
島
に
住
む
幸
せ
”
を
実
現
す
る
に
あ

た
り
、「
保
健
・
医
療
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
確
保
」
は
極
め
て
大
き
な
課
題
で
す
。

今
後
も
「
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
さ
ら
な

る
向
上
」
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
本
村
に
お
い
て
は
こ
れ
ま
で
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
生
活
に
関
わ
る
相

互
扶
助
や
伝
統
文
化
等
の
維
持
な
ど
に
お

い
て
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
人
口
減
少
・
高
齢
化
が
進
み
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
維
持
は
極
め
て

厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
よ
っ
て
、
地

域
活
動
の
活
性
化
と
持
続
可
能
な
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
動
の
あ
り
方
を
地
域
住

民
、
村
民
と
共
に
考
え
て
い
き
ま
す
。

　

次
世
代
を
担
う
若
者
世
代
が
、
安
心
し

て
子
ど
も
を
産
み
・
育
て
ら
れ
る
環
境
の

整
備
・
充
実
を
図
り
、
人
口
の
社
会
的
流

出
に
歯
止
め
を
か
け
る
施
策
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
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１　

安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
る
環

境
づ
く
り

　

安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
環
境
を
整

備
し
ま
す
。特
に
妊
娠
出
産
に
つ
い
て
は
、

島
外
に
通
院
・
滞
在
す
る
な
ど
、
離
島
ゆ

え
の
ハ
ン
デ
ィ
が
あ
る
こ
と
か
ら
妊
産
婦

健
診
時
の
通
院
に
係
る
経
費
の
助
成
及
び

出
産
に
伴
う
滞
在
費
の
一
部
助
成
を
引
き

続
き
行
い
ま
す
。
又
、
世
界
中
を
震
撼
さ

せ
て
い
る
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
保
育
所
運
営

に
対
し
て
は
細
心
の
注
意
を
払
い
運
営
し

て
お
り
ま
す
。
感
染
症
対
策
の
一
環
と
し

て
空
調
設
備
の
整
備
や
保
育
所
ス
タ
ッ
フ

に
准
看
護
師
の
資
格
者
を
有
し
た
保
育
現

場
で
の
コ
ロ
ナ
対
策
。
更
に
は
妊
産
婦
の

産
前
産
後
の
相
談
の
た
め
、
保
健
相
談
所

の
内
装
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
乳
幼
児
を

持
つ
親
御
さ
ん
が
安
心
し
て
相
談
で
き
る

環
境
を
整
備
し
て
お
り
ま
す
。
令
和
２
年

度
は
10
名
も
の
島
の
宝
が
誕
生
し
て
お

り
、
こ
れ
ま
で
の
施
策
、
地
道
な
努
力
が

少
な
か
ら
ず
結
実
し
た
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
今
後
も
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
に
わ

た
る
ま
で
切
れ
目
の
な
い
支
援
体
制
の
構

築
を
図
り
ま
す
。

　

母
子
父
子
・
児
童
福
祉
に
つ
い
て
も
、

引
き
続
き
平
成
26
年
度
に
策
定
し
た
「
伊

平
屋
村
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
」

に
基
づ
き
進
め
て
い
き
ま
す
。

２　

安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
村
づ

く
り

　

村
民
一
人
ひ
と
り
が
豊
か
な
人
間
性
を

育
み
生
き
る
力
を
身
に
付
け
て
い
く
と
共

に
、
村
民
皆
で
子
ど
も
や
若
者
を
育
成
・

支
援
し
、
年
齢
や
障
が
い
の
有
無
等
に
か

か
わ
り
な
く
安
全
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

「
共
生
社
会
」
の
実
現
に
努
め
ま
す
。

(1)
元
気
で
活
き
活
き
と
し
た
高
齢
者
福
祉

の
向
上

　

本
村
の
屋
台
骨
を
こ
れ
ま
で
築
き
上
げ

て
き
た
高
齢
者
が
、
こ
れ
か
ら
も
元
気
で

生
き
甲
斐
を
も
っ
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
高

齢
者
保
健
福
祉
計
画
を
軸
と
し
た
介
護
予

防
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
、
若
い
世
代
や
子
ど

も
達
と
の
世
代
間
交
流
や
、
自
助
・
互
助
・

共
助
・
公
助
の
力
で
高
齢
者
を
支
え
る
地

域
づ
く
り
を
実
践
し
、
安
心
し
て
住
み
慣

れ
た
生
ま
れ
島
・
地
域
で
老
後
の
生
活
が

送
れ
る
よ
う
に
支
援
し
ま
す
。

　

生
活
支
援
ハ
ウ
ス
「
と
ら
ず
園
」
に
つ

い
て
は
、
伊
平
屋
村
社
会
福
祉
協
議
会
と

の
連
携
の
も
と
、
本
年
度
施
設
内
空
調
整

備
を
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
介
護
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
や
高
齢

者
の
生
き
が
い
活
動
や
見
守
り
体
制
の
強

化
・
利
用
者
の
利
便
性
の
向
上
を
図
り
安

全
・
安
心
の
環
境
を
提
供
し
ま
す
。
ま

た
、
よ
り
よ
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る

よ
う
、
と
ら
ず
園
の
経
営
改
革
に
も
継
続

し
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

(2)
障
が
い
の
あ
る
方
々
が
暮
ら
し
や
す
い

社
会
環
境
づ
く
り

　

住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
活
し
た
い
と
い

う
障
が
い
の
あ
る
方
々
の
願
い
を
実
現
す

る
た
め
に
は
、
地
域
の
中
に
、
生
活
上
の

様
々
な
困
り
ご
と
か
ら
発
生
す
る
多
種
多

様
な
ニ
ー
ズ
を
必
要
な
支
援
に
つ
な
ぐ
、

き
め
細
か
な
支
援
体
制
が
無
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
障
が
い
の
あ
る
方
が
安
心
し
て

地
域
で
生
活
で
き
る
共
生
社
会
を
目
指

し
、
そ
の
権
利
擁
護
と
障
が
い
の
あ
る
方

の
暮
ら
し
や
す
い
地
域
づ
く
り
を
推
進
し

ま
す
。

　

障
が
い
者
福
祉
計
画
に
基
づ
き
「
と
も

に
支
え
合
い
、
働
く
喜
び
・
生
き
る
喜
び

に
あ
ふ
れ
る
村
」
の
実
現
を
目
指
し
、
継

続
し
て
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
が
少
し
ず

つ
実
を
結
び
つ
つ
あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
今
後
も
障
が
い
者
の
社
会
参
加
、
自

立
に
向
け
た
支
援
を
継
続
し
て
い
き
ま

す
。

３　

医
療
体
制
の
充
実

　

全
国
的
に
医
師
不
足
が
問
題
に
な
る

中
、
村
内
の
沖
縄
県
立
北
部
病
院
付
属
伊

平
屋
診
療
所
と
村
立
歯
科
診
療
所
で
は
、

幸
い
に
も
医
師
が
確
保
さ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

又
、
世
界
的
に
猛
威
を
振
る
っ
て
お
り

ま
す
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
」
は
令
和

２
年
２
月
14
日
に
は
沖
縄
県
に
、
令
和
２

年
12
月
12
日
に
は
本
村
に
も1

例
目
の

陽
性
者
が
発
現
し
、
昨
年
度
は
村
民
の
皆

様
の
生
活
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
こ

と
は
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。
伊
平

屋
村
に
お
き
ま
し
て
も
村
内
外
の
医
療
従

事
者
と
保
健
所
、
地
域
・
関
係
団
体
が
連

携
を
緊
密
化
し
、
感
染
予
防
対
策
を
更
に

強
化
す
る
と
同
時
に
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
体

制
の
整
備
・
実
施
に
最
大
限
注
力
し
、
見

え
な
い
人
類
共
通
の
敵
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
」と
正
面
か
ら
向
き
合
い
、

挑
む
所
存
で
す
。
村
民
の
皆
様
の
協
力
を

引
き
続
き
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

歯
科
診
療
所
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

老
朽
化
し
た
施
設
の
整
備
改
修
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。
今
年
度
以
降
は
歯
科
医
師
の

定
住
に
よ
る
歯
科
保
健
医
療
の
さ
ら
な
る

充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
歯
科
診
療
所
の

自
主
運
営
を
実
施
し
な
が
ら
、
琉
大
歯
科

口
腔
外
科
の
指
導
の
下
、
歯
科
医
師
の
安

定
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
村
民
の

歯
科
疾
患
の
予
防
・
治
療
の
推
進
に
努
め

ま
す
。

（1）
地
域
を
挙
げ
た
健
康
づ
く
り

　
「
健
康
で
あ
る
こ
と
」
は
幸
せ
な
人
生

の
条
件
で
す
。
乳
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で

全
て
の
村
民
が
健
や
か
に
生
活
す
る
た
め

の
施
策
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
村
民
一

人
ひ
と
り
が
自
ら
、
健
康
な
生
活
を
維
持

で
き
る
よ
う
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

そ
の
実
現
の
た
め
に
必
要
な
施
策
・
環

境
作
り
の
一
環
と
い
た
し
ま
し
て
、
教
育

委
員
会
と
連
携
し
、
伊
平
屋
小
学
校
旧
図

書
室
に
健
康
づ
く
り
の
場
と
し
て
フ
ィ
ッ

ト
ネ
ス
器
具
等
を
設
置
し
、
村
民
の
皆
様

に
提
供
出
来
る
よ
う
準
備
も
整
い
、
本
年

度
よ
り
本
格
運
営
を
行
い
ま
す
。

４　

海
上
・
陸
上
交
通
等
の
利
便
性
向
上

と
空
路
の
早
期
開
設

　

離
島
村
の
振
興
を
考
え
る
上
で
、
大
き

な
課
題
の
一
つ
に
は
交
通
ア
ク
セ
ス
が
あ

り
ま
す
。

　

海
上
交
通
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
フ
ェ

リ
ー
い
へ
や
Ⅲ
の
就
航
に
よ
り
、就
航
率
、

旅
客
数
、
航
送
車
輌
数
・
貨
物
量
、
共
に

順
調
に
成
果
が
現
れ
て
き
ま
し
た
が
そ
れ

を
受
け
入
れ
る
た
め
港
湾
整
備
が
必
要
で

あ
り
沖
縄
県
の
港
湾
整
備
事
業
前
泊
港
の

嵩
上
げ
と
並
行
し
ポ
ー
ト
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ

ル
の
機
能
強
化
整
備
及
び
屋
根
付
き
荷
捌

き
施
設
の
整
備
を
行
い
利
便
性
の
高
い
観

光
地
施
設
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

旅
客
で
は
、イ
ベ
ン
ト
等
は
じ
め
、ゴ
ー

ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
や
夏
場
、
県
内
外
か
ら

の
観
光
客
が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
民

泊
事
業
も
、
予
約
校
、
生
徒
数
共
に
倍
増

し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
自
動
車
航
送
、

貨
物
運
送
に
つ
い
て
も
、
大
型
公
共
工
事

に
伴
う
利
用
が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

今
後
も
よ
り
よ
い
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努

め
、
健
全
な
企
業
運
営
を
目
指
し
て
い
き

ま
す
。

　

陸
上
交
通
に
つ
い
て
は
、
高
齢
者
や
交

通
弱
者
、
日
常
的
利
用
者
の
移
動
手
段
と

し
て
活
躍
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
最
近

で
は
観
光
客
（
島
外
利
用
者
）
も
微
増
で

は
あ
り
ま
す
が
、
増
加
傾
向
に
あ
り
、
今

後
も
交
通
弱
者
や
観
光
客
が
利
用
し
や
す

い
よ
う
、
バ
ス
停
等
を
設
置
し
、
利
用
環

境
の
整
備
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

道
路
整
備
に
つ
い
て
は
、
重
要
路
線
は

ほ
ぼ
完
了
し
て
い
ま
す
が
老
朽
化
し
た
道

路
・
橋
梁
の
再
整
備
や
改
修
を
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

　

伊
平
屋
空
港
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
就

航
に
向
け
た
航
空
会
社
と
の
意
見
交
換
会

を
実
施
し
沖
縄
県
に
は
引
き
続
き
伊
平
屋

空
港
の
整
備
に
つ
い
て
の
早
期
認
可
申
請

を
要
請
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。沖
縄
県
、

北
部
市
町
村
会
、
北
部
振
興
会
な
ど
の
支

援
を
得
な
が
ら
、
伊
平
屋
、
伊
是
名
両
村

一
丸
と
な
っ
て
、
早
期
開
港
に
向
け
引
き

続
き
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。



4 iheya　2021.4

　

第
５
に
、≪
環
境≫

“
豊
か
な
自
然
を

守
り
育
て
る
島
”
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま

す
。

　

私
た
ち
は
、
本
村
に
残
る
手
付
か
ず
の

自
然
環
境
と
す
ば
ら
し
い
景
観
を
「
島
の

宝
」
と
し
て
守
り
育
み
、
次
の
世
代
に
残

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
に
は
、「
島
の
宝
」
で
あ
る

自
然
・
景
観
の
保
全
保
育
を
村
民
全
体
で

考
え
て
い
く
と
と
も
に
、
環
境
を
守
る
意

識
の
啓
発
や
、
環
境
に
や
さ
し
い
生
活
の

推
進
（
ゴ
ミ
の
分
別
等
）
美
し
い
景
観
づ

く
り
な
ど
を
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

１　

自
然
環
境
の
保
全
と
活
用

　

本
村
の
最
大
の
宝
は“
島
の
自
然
で
す
。

豊
か
な
自
然
環
境
を
劣
化
さ
せ
る
こ
と
な

く
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
、
生
物
多
様

性
の
保
全
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、陸
域
・

海
浜
環
境
の
保
全
、
自
然
環
境
の
適
正
利

用
、
さ
ら
に
は
、
本
村
ら
し
い
自
然
環
境

の
再
生
を
推
進
し
ま
す
。

　

自
然
環
境
の
保
全
に
つ
い
て
は
、
本
土

復
帰
後
急
速
に
進
ん
だ
各
種
基
盤
整
備
事

業
に
よ
り
本
村
の
自
然
環
境
に
か
な
り
の

負
荷
を
与
え
て
き
ま
し
た
。
環
境
協
力
税

や
美
ら
島
応
援
寄
付
金（
ふ
る
さ
と
納
税
）

等
を
活
用
し
た
環
境
美
化
活
動
等
を
と
お

し
て
、
広
く
村
民
や
来
島
者
に
環
境
保
全

意
識
の
普
及
を
推
進
し
ま
す
。

　

自
然
環
境
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
自
然

と
人
間
社
会
の
共
存
し
た
関
係
（
里
山
、

里
海
の
時
代
）
を
築
く
た
め
、
環
境
収
容

能
力
の
考
え
の
も
と
、
自
然
環
境
を
適
正

に
利
用
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
こ
と
か

ら
、自
然
環
境
保
全
型
自
然
体
験
活
動（
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
）、
農
山
漁
村
体
験
・
滞

在
型
ツ
ー
リ
ズ
ム
等
を
推
進
し
ま
す
。

　

農
林
水
産
業
の
自
然
循
環
機
能
の
推
持

増
進
と
離
島
の
持
つ
豊
か
で
美
し
い
自
然

環
境
の
保
全
を
図
り
、
環
境
と
調
和
し
た

農
林
水
産
業
を
促
進
し
ま
す
。

２　

美
し
い
景
観
の
整
備

　

本
村
を
、
地
域
住
民
が
活
き
活
き
と
誇

り
を
持
っ
て
暮
ら
せ
る
豊
か
で
住
み
よ
い

地
域
と
し
、
ま
た
訪
れ
る
方
に
も
開
か
れ

た
地
域
と
す
る
た
め
に
は
、
景
観
や
自
然

環
境
に
も
配
慮
し
つ
つ
、
地
域
住
民
や
団

体
な
ど
に
よ
る
集
落
機
能
の
活
性
化
を
図

り
、
美
し
い
村
づ
く
り
を
行
う
必
要
が
あ

り
ま
す
。
手
付
か
ず
の
美
し
い
自
然
環
境

や
田
園
景
観
、
昔
な
が
ら
の
伝
統
的
な
家

並
み
等
、
伊
平
屋
ら
し
い
景
観
・
風
景
・

風
土
を
次
世
代
に
守
り
継
ぐ
と
と
も
に
、

花
と
緑
に
あ
ふ
れ
る
潤
い
の
あ
る
地
域
形

成
を
、継
続
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

平
成
28
年
３
月
１
日
に
「
伊
平
屋
島
の

念
頭
平
松
」
と
し
て
国
指
定
天
然
記
念
物

に
指
定
さ
れ
た
念
頭
平
松
は
、
村
民
に

と
っ
て
古
く
か
ら
憩
い
の
場
と
し
て
親
し

ま
れ
て
お
り
、
今
後
は
村
民
だ
け
で
は
な

く
島
の
観
光
地
と
し
て
、
今
後
さ
ら
に
多

く
の
観
光
客
の
利
用
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

伊
平
屋
ら
し
い
原
風
景
と
調
和
し
た
観
光

地
の
イ
メ
ー
ジ
を
向
上
す
る
た
め
に
、
沖

縄
振
興
特
別
推
進
交
付
金
事
業
を
活
用

し
、
平
成
28
年
度
か
ら
令
和
２
年
度
ま
で

改
修
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
本

年
度
は
事
業
最
終
年
度
と
な
っ
て
お
り
、

景
観
や
快
適
性
、
利
便
性
に
配
慮
し
整
備

を
継
続
し
て
進
め
島
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て

村
内
外
に
広
く
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
本
村
北
側
は
国
指
定
文
化
財1

件
、
県
指
定
文
化
財
二
件
、
村
文
化
財1

件
及
び
絶
景
の
観
光
ビ
ュ
ー
ポ
イ
ン
ト
が

点
在
し
て
あ
る
が
道
路
が
老
朽
化
し
て
い

る
事
や
一
部
伊
平
屋
ら
し
い
海
岸
の
景
観

が
損
な
わ
れ
て
い
る
箇
所
が
あ
り
、
整
備

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
観
光
地
と
し

て
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
サ
イ
ン
が
必
要
な
箇
所

の
整
備
、
又
景
観
に
マ
ッ
チ
し
た
利
便
性

の
高
い
施
設
の
環
境
整
備
を
推
進
し
て
い

き
ま
す
。

　

本
村
随
一
の
観
光
資
源
で
あ
る
米
崎
海

岸
が
過
去
の
護
岸
整
備
等
に
よ
り
周
辺
海

浜
か
ら
の
砂
の
流
出
が
助
長
さ
れ
自
然
景

観
の
消
失
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
流
出

対
策
と
し
て
、
海
浜
後
退
の
助
長
防
止
を

行
い
養
浜
を
重
点
に
整
備
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

３　

持
続
可
能
な
循
環
型
社
会
の
構
築

伊
平
屋
村
特
有
の
自
然
環
境
の
大
切
さ
を

地
域
住
民
で
共
有
す
る
た
め
に
昨
年
度
は

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
品
目
や
廃
タ
イ
ヤ
の
搬

出
負
担
の
軽
減
を
支
援
し
て
き
て
お
り
、

少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
村
民
理
解

が
深
ま
っ
て
い
る
と
感
じ
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。
伊
平
屋
村
の
素
晴
ら
し
い
環
境

を
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
に
、
自
然
環

境
保
全
と
社
会
経
済
活
動
と
の
バ
ラ
ン
ス

が
と
れ
た
社
会
構
築
に
努
め
て
い
き
ま

す
。

　

農
業
集
落
排
水
事
業
に
つ
い
て
は
、
老

朽
化
し
た
施
設
の
整
備
と
適
正
な
施
設
管

理
に
努
め
、
快
適
な
生
活
環
境
の
向
上
と

公
共
用
水
域
の
水
質
保
全
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

　

簡
易
水
道
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
沖

縄
県
企
業
局
が
水
道
広
域
化
へ
向
け
令
和

元
年
度
か
ら
工
事
が
着
手
さ
れ
新
浄
水
場

の
建
築
・
機
械
電
気
設
備
・
調
整
池
等
土

木
工
事
を
実
施
し
て
い
る
状
況
で
あ
り
、

令
和
４
年
度
内
の
供
用
開
始
に
向
け
着
実

に
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

浄
水
施
設
の
整
備
に
合
わ
せ
、
老
朽
化

し
て
い
る
配
水
管
の
更
新
工
事
を
村
発
注

で
令
和
７
年
度
ま
で
の
期
間
、
順
次
進
め

て
い
き
ま
す
。

　

今
後
も
引
き
続
き
、
沖
縄
県
が
行
う
広

域
化
の
取
り
組
み
に
協
力
し
、
基
本
計
画

（
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
）
を
基
に
、
維
持
管
理

等
の
コ
ス
ト
軽
減
を
図
る
と
と
も
に
、
よ

り
一
層
の
経
営
改
善
に
取
り
組
み
、安
心
・

安
全
な
水
の
供
給
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

廃
棄
物
処
理
に
つ
い
て
は
、
入
域
人
口

の
増
加
に
伴
い
排
出
さ
れ
る
廃
棄
物
が
増

え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ゴ
ミ
の
分
別
・
減

量
化
を
徹
底
し
リ
サ
イ
ク
ル
を
推
進
し
て

い
き
ま
す
。
そ
の
対
策
の
第
１
弾
と
し
ま

し
て
、「
生
ゴ
ミ
の
堆
肥
化
」
を
本
年
度

よ
り
本
格
実
施
い
た
し
ま
す
。
村
内
の
村

営
住
宅
・
教
員
住
宅
世
帯
を
対
象
に
、
住

民
課
よ
り
配
布
さ
れ
た
バ
ケ
ツ
を
活
用
し

生
ゴ
ミ
を
収
集
、
堆
肥
化
し
、
地
域
還
元

す
る
取
組
に
対
し
て
ご
理
解
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

な
お
、
令
和
３
年
度
の
主
な
事
業
と
し

ま
し
て
、「
農
水
産
業
従
事
者
用
定
住
促

進
住
宅
整
備
事
業
」「
伊
平
屋
村
製
糖
宿

舎
施
設
整
備
事
業
」「
教
員
宿
舎
建
設
事

業
」「
沖
縄
観
光
防
災
力
強
化
事
業
」
を

予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

Ⅲ　

お
わ
り
に

　

令
和
３
年
度
の
村
政
運
営
の
基
本
的
な

考
え
方
と
所
信
の
一
端
を
申
し
述
べ
て
ま

い
り
ま
し
た
が
、
厳
し
い
財
政
の
も
と
、

“
入
（
い
）
る
を
量
り
て　

出
（
い
）
ず

る
を
制
す
”
の
財
政
規
律
を
基
本
に
、
最

小
の
経
費
で
最
大
の
効
果
が
挙
げ
ら
れ
る

よ
う
限
ら
れ
た
予
算
を
最
大
限
に
活
用

し
、
第
四
次
伊
平
屋
村
総
合
計
画
の
村
づ

く
り
基
本
目
標
の
実
現
を
目
指
し
て
、
全

力
を
傾
注
し
て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま

す
。

　

こ
こ
に
、
議
員
各
位
並
び
に
村
民
の
皆

様
の
ご
指
導
と
御
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
、
令
和
３
年
度
施
政
方

針
と
致
し
ま
す
。

２
０
２
１
（
令
和
３
）
年
３
月
10
日

伊
平
屋
村
長　

伊 

礼 

幸 

雄
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は　

じ　

め　

に

　　

伊
平
屋
村
は
、
沖
縄
県
の
最
北
端
に

位
置
し
、
素
朴
で
自
然
豊
か
な
島
で
あ

る
。
歴
史
的
に
は
、
古
生
代
に
さ
か
の

ぼ
る
島
の
生
い
立
ち
や
、
万
葉
の
世
界

に
通
ず
る
天
照
大
御
神
伝
説
「
ク
マ
ヤ

洞
窟
由
来
」
が
あ
る
。
ま
た
、
祖
先
崇

拝
や
万
の
神
様
「
ウ
タ
キ
」
崇
拝
等
の

祭
祀
を
司
る
祝
女
の
存
在
は
、
県
内
有

数
の
神
の
島
と
し
て
知
ら
れ
る
由
縁
で

あ
る
。

　

村
民
は
、豊
か
な
自
然
環
境
の
中
で
、

の
ん
び
り
し
た
生
活
空
間
を
創
造
し
な

が
ら
、
強
い
絆
と
温
か
い
人
情
を
育
ん

で
生
き
て
い
る
。
こ
の
様
な
人
々
の
生

活
と
連
動
し
た
郷
土
の
伝
統
文
化
「
ウ

ン
ジ
ャ
ミ
・
ウ
シ
デ
ー
ク
・
豊
年
祭
」

等
は
、
文
化
的
価
値
が
高
く
、
本
村
の

誇
り
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
豊
か
さ
と
便
利
さ
を
求

め
る
時
代
の
波
に
押
し
流
さ
れ
、
年
々

人
口
減
少
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
現

状
は
、
島
で
生
き
る
村
民
一
人
一
人
が

自
信
と
誇
り
を
持
っ
て
生
活
し
て
い
る

と
は
言
い
難
い
。
ま
た
、
児
童
・
生
徒

は
、
高
校
進
学
と
同
時
に
島
を
離
れ
て

い
く
宿
命
を
背
負
わ
さ
れ
て
い
る
。

　

昨
今
、
地
球
温
暖
化
の
影
響
は
激
し

く
、
わ
が
国
を
は
じ
め
世
界
中
の
人
々

に
自
然
界
は
容
赦
な
く
、
未
曾
有
の
悲

し
み
を
与
え
続
け
て
い
る
。
自
然
を
侮

り
、
人
間
の
知
恵
で
万
物
克
服
可
能
と

言
う
過
信
は
、
自
然
界
に
通
用
し
な
い

現
実
を
受
け
止
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

時
代
で
あ
る
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
人
間
は
、
利
便
性

や
物
欲
追
求
に
お
ぼ
れ
る
こ
と
無
く
、

自
然
と
向
き
合
い
、
適
度
の
不
自
由
さ

を
守
り
、
自
然
と
人
間
と
の
共
存
、
人

と
人
と
の
繋
が
り
等
、
つ
ま
り
「
心
」

の
時
代
を
、
強
く
考
え
る
時
宜
と
な
っ

た
の
で
あ
る
。

　

さ
て
、
人
間
と
し
て
、
社
会
人
と
し

て
力
強
く
生
き
る
た
め
の
学
校
教
育

は
、確
か
な
知
力「
学
力
」を
身
に
つ
け
、

利
他
の
精
神
を
持
ち
、
急
激
な
社
会
の

変
化
に
対
応
で
き
る
創
造
性
・
国
際
性

豊
か
な
人
材
を
育
て
る
こ
と
で
あ
る
。

　

ま
た
、
島
で
生
ま
れ
育
っ
た
誇
り
を

胸
に
、
郷
土
の
文
化
継
承･

発
展
へ
の

一
翼
と
し
て
の
自
覚
と
責
任
を
身
に
つ

け
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。こ
の
こ
と
が
、

島
発
ち
教
育
の
礎
で
あ
る
。
県
内
は
も

と
よ
り
広
く
国
際
社
会
に
雄
飛
し
、
併

せ
て
、
島
の
未
来
を
創
造
で
き
る
教
育

を
強
力
に
推
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

　

さ
ら
に
、高
齢
社
会
の
伸
展
に
伴
い
、

生
涯
学
び
続
け
る
生
き
方
が
で
き
る
よ

う
環
境
整
備
を
し
、
老
い
も
若
き
も
支

え
合
う
活
力
に
満
ち
た
地
域
活
動
を
推

進
し
、「
安
心
・
安
全
・
平
和
」
な
村

民
主
体
の
生
涯
学
習
社
会
の
形
成
を
目

指
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

こ
の
様
な
視
点
に
立
ち
、
村
教
育
委

員
会
は
、
憲
法
・
教
育
基
本
法
に
則
り
、

新
し
い
学
習
指
導
要
領
及
び
、
本
県
教

育
主
要
施
策
、
伊
平
屋
村
学
校
教
育
要

覧
、
伊
平
屋
村
総
合
計
画
基
本
構
想
に

基
づ
き
、
令
和
３
年
度
の
本
村
教
育
施

策
を
定
め
る
。

　

令
和
３
年
３
月
10
日

伊
平
屋
村
教
育
委
員
会

〔
基
本
方
針
〕

　

伊
平
屋
村
は
、
村
民
及
び
幼
児
児
童

生
徒
の
個
性
を
尊
重
し
、
国
・
県
及
び

郷
土
の
自
然
と
歴
史
・
文
化
に
誇
り
を

持
ち
、
創
造
性
・
国
際
性
豊
か
な
人
材

の
育
成
と
、
高
齢
社
会
に
お
け
る
生
涯

学
習
の
振
興
を
期
し
て
、
次
の
教
育
施

策
を
推
進
す
る

〔
教
育
目
標
〕

○
基
礎
的
・
基
本
的
事
項
を
身
に
つ
け
、

自
ら
学
び
、
心
豊
か
で
た
く
ま
し
く
、

個
性
溢
れ
、
創
造
性
豊
か
な
幼
児
児
童

生
徒
を
育
成
す
る

○
平
和
で
活
力
に
満
ち
た
社
会
の
形
成

者
と
し
て
、
郷
土
を
愛
し
、
郷
土
文
化

の
継
承
発
展
に
寄
与
し
、
創
造
性
・
国

し
た
宿
題
の
日
常
化　

○
学
習
規
律
の

徹
底　

○
生
活
リ
ズ
ム
の
徹
底　

○
伝

統
文
化
学
習
の
日
の
充
実　

○
地
域
資

源
活
用
充
実　

○
て
る
し
の
塾
・
東
大

塾
の
推
進　

○
島
発
ち
教
育
推
進
事
業

の
取
組　

〇
小
学
校
英
語
教
育
の
充
実

強
化　

〇
道
徳
教
育
の
充
実
強
化

　

(2)　

心
の
教
育
の
充
実

　

○
あ
い
さ
つ
の
徹
底　

○
話
す
・
聞

く
態
度
の
育
成　

○
片
付
け
掃
除
習
慣

○
時
間
の
け
じ
め
習
慣　

○
み
な
り
服

装
の
徹
底　

○
危
機
管
理
能
力
の
徹
底

　

(3)　

逞
し
い
体
を
育
む
教
育
の
充
実

　

○
運
動
部
活
動
の
強
化　

○
健
康
教

育
の
日
常
化　

○
安
全
意
識
の
日
常
化

〇
徒
歩
通
学
、
自
転
車
通
学
の
奨
励　

○
衛
生
管
理
・
教
育
の
日
常
化　

○
栄

養
バ
ラ
ン
ス
教
育
の
日
常
化

　

(4)　

食
育
の
推
進

　

○
偏
食
追
放
運
動　

○
栄
養
教
育
の

充
実　

○
規
則
正
し
い
生
活
習
慣
の
徹

底　

○
嗜
好
品
摂
取
に
つ
い
て
の
周
知

　

(5)　

特
別
支
援
教
育
の
充
実

　

○
校
内
委
員
会
活
性
化
の
支
援　

〇

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
資
質
向
上
（
研

修
）　

〇
個
性
支
援　

○
相
互
理
解　

○
発
達
支
援　

○
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
支
援

○
講
演
会
の
充
実

　

(6)　

幼
児
教
育
の
充
実

　

○
し
つ
け
の
徹
底　

○
生
活
リ
ズ
ム

の
徹
底　

○
個
性
の
伸
張　

○
自
立
支

援　

〇
保
幼
小
中
連
携
の
推
進

　

(7)　

個
性
を
大
切
に
す
る
教
育
の
推
進

　

○
体
験
・
経
験
・
観
察
学
習
支
援　

○
環
境
整
備
支
援　

○
文
化
活
動
支
援

際
性
豊
か
で
、
情
報
社
会
に
適
応
で
き

る
心
身
共
に
健
全
で
、
人
間
性
豊
か
な

村
民
を
育
成
す
る

○
村
民
の
連
帯
感
を
育
み
、
学
校
・
家

庭
・
地
域
社
会
・
行
政
の
相
互
連
携
の

も
と
、
社
会
の
変
化
に
対
応
し
得
る
教

育
の
方
法
を
追
求
し
、
や
す
ら
ぎ
の
あ

る
生
涯
学
習
社
会
を
形
成
す
る

　

令
和
３
年
度

　

伊
平
屋
村
教
育
主
要
施
策
の
要
点

　

本
村
に
お
け
る
教
育
は
、
国
及
び
県

の
教
育
施
策
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
村

独
自
の
教
育
課
題
を
明
確
に
し
て
、
各

施
策
の
具
体
的
取
組
を
展
開
す
る
。

１　

学
校
教
育
の
充
実

　

幼
児
児
童
生
徒
一
人
一
人
が
自
ら
学

ぶ
意
欲
を
持
ち
、
心
豊
か
に
た
く
ま
し

く
生
き
る
力
を
身
に
つ
け
る
教
育
活
動

を
展
開
す
る
。
特
に
、
知
力
を
高
め
る

た
め
の
教
員
の
研
修
支
援
、
保
護
者
と

の
連
携
強
化
、
地
域
人
材
活
用
等
に
よ

る
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
充
実
を
図
る
。
さ

ら
に
、
学
校
環
境
の
整
備
の
充
実
と
郷

土
文
化
の
継
承
・
発
展
及
び
ス
ポ
ー
ツ

文
化
の
充
実
を
図
る
。

［
取
組
内
容
］

　

(1)　

確
か
な
学
力
の
確
立

　

○
分
か
る
授
業
の
充
実　

〇
教
職
員

研
修
（
ラ
イ
フ
ス
キ
ル
教
育
）
の
充
実

○
読
書
習
慣
の
充
実　

○
授
業
と
連
動

令和 3年度

伊
平
屋
村
教
育

　
　
　

主
要
施
策
の
要
点
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(3)　

教
職
員
等
の
労
働
環
境
の
改

善
・
充
実
管
轄

　

(4)　
「
伊
平
屋
村
教
育
の
日
」
の
制

定
の
伴
う
教
育
活
動
の
普
及
・
啓
発

７　

国
際
社
会
・
情
報
社
会
へ
の
対
応

　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
高
度
情
報
社
会
の

中
で
、
広
い
視
野
で
社
会
の
流
れ
を
受

け
止
め
ら
れ
る
よ
う
な
村
民
の
意
識
改

革
を
図
る
。特
に
、学
校
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
セ
ン
タ
ー
的
役
割
を
提
供
し
、
児
童

生
徒
ら
と
共
に
国
際
性
豊
か
な
村
民
を

目
指
す
。

［
取
組
内
容
］

　

(1)　

国
際
社
会
に
対
応
し
た
教
育
の

推
進

　

○
小
中
連
携
英
語
学
習　

〇A
L

T

活
用
英
語
教
室　

○
海
外
短
期
留
学

支
援　

○IE
D

C
P

(Ih
e
ya

 E
n
g

lish
 

D
a

y C
a

m
p

 P
ro

g
ra

m
)

の
開
催　

○
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
開
催

　

(2)　

情
報
社
会
に
対
応
し
た
教
育
の

推
進

　

○IC
T

教
育
の
充
実　

○
教
育
用

ソ
フ
ト
整
備

５　

生
涯
学
習
の
充
実

　

人
は「
生
涯
学
習
者
で
あ
る
」を
モ
ッ

ト
ー
に
、
村
民
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
多

様
な
学
習
環
境
を
整
備
す
る
。
学
校
教

育
及
び
社
会
教
育
と
連
携
し
て
、
生
き

る
楽
し
さ
を
構
築
で
き
る
よ
う
に
村
民

の
意
識
改
革
を
図
る
。

［
取
組
内
容
］

　

(1)　

生
涯
学
び
続
け
ら
れ
る
環
境
整
備

　

○
村
ま
つ
り
支
援　

○
長
寿
学
園
等

開
設
支
援　

○
公
民
館
活
動
支
援　

○

友
愛
と
健
康
の
広
場
、
村
民
体
育
館
等

施
設
活
用
推
進

　

(2)　

村
民
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
学
習

機
会
の
充
実

　

○
民
俗
芸
能
教
室
開
設
推
進　

○
ラ

ジ
オ
体
操
充
実

　

(3)　

活
力
あ
る
生
活
空
間
の
創
造
推
進

　

○
音
楽
鑑
賞　

○
芸
術
鑑
賞　

○
映

画
鑑
賞　

○
ス
ポ
ー
ツ
体
験　

○
農
業

実
践
発
表　

○
海
浜
体
験
発
表

６　

教
育
行
政
の
充
実

　
「
人
材
は
資
源
で
あ
る
」
こ
と
は
永

遠
の
課
題
で
あ
る
。
そ
の
課
題
を
解
決

す
べ
き
教
育
行
政
に
は
責
任
と
実
行
力

の
あ
る
事
業
の
展
開
が
求
め
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
村
民
か
ら
信
頼
さ
れ
る
多
様

な
施
策
と
連
携
が
重
要
で
あ
る
。
学
校

教
育
の
充
実
・
社
会
教
育
の
充
実
等
、

地
域
社
会
へ
開
か
れ
た
教
育
行
政
を
推

進
す
る
。

［
取
組
内
容
］

　

(1)　

教
育
施
策
推
進
体
制
の
充
実

　

(2)　

教
育
委
員
会
及
び
事
務
局
体
制

の
充
実

　

ま
た
、
本
村
で
育
ん
だ
郷
土
文
化
を

大
人
か
ら
青
年
へ
、
青
年
か
ら
児
童
生

徒
へ
受
け
継
ぐ
指
導
支
援
を
図
る
。
各

区
子
ど
も
会
等
の
活
動
支
援
を
強
化
す

る
。
さ
ら
に
、
学
校
行
事
等
へ
の
連
携

強
化
を
図
り
な
が
ら
充
実
発
展
を
目
指

す
。

［
取
組
内
容
］

　

(1)　

文
化
財
の
保
護
と
活
用

　

○
有
形
・
無
形
文
化
財
指
定　

〇
歴

史
文
化
基
本
構
想
実
施
計
画
の
取
り
組

み　

○
文
化
財
分
布
図
の
作
成　

○
埋

蔵
文
化
財
の
発
掘
調
査
・
保
存
・
保
護

推
進

　

(2)　

文
化
施
設
（
民
俗
資
料
館
）
の

活
用

　

○
民
俗
資
料
館
の
学
校
利
用
推
進　

　

○
民
俗
資
料
館
事
業
推
進　

　

(3)　

文
化
芸
術
活
動
の
推
進

　

○
イ
ベ
ン
ト
企
画
の
日
常
化　

○
諸

教
室
開
設
推
進　

○
諸
展
示
会
開
催
推

進　

○
文
化
啓
蒙
活
動
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
セ
ン
タ
ー
位
置
づ
け　

○
島
く
と
ぅ

ば
の
保
存
継
承
（
島
く
と
ぅ
ば
大
会
の

実
施
）

体
操
充
実　

〇
ニ
ー
ズ
に
合
う
ス
ポ
ー

ツ
の
奨
励　

○
海
浜
ス
ポ
ー
ツ
の
奨
励

　

(5)　

競
技
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

　

○
運
動
部
活
動
の
活
性
化
支
援        

　

○
村
ス
ポ
ー
ツ
大
会
開
催　

○
島
外

大
会
参
加
推
進　

３　

青
少
年
の
健
全
育
成

　
「
地
域
の
子
ど
も
は
地
域
で
育
て
る
」

を
基
本
と
し
て
学
校
・
家
庭
・
地
域
社

会
・
行
政
と
の
密
接
な
連
携
強
化
を
図

る
。
ま
た
、
当
た
り
前
の
こ
と
が
当
た

り
前
に
で
き
る
家
庭
教
育
力
の
高
揚
を

図
る
。

［
取
組
内
容
］

　

(1)　

地
域
活
動
・
体
験
活
動
の
充
実

　

○
各
字
行
事
参
加
支
援　

○
子
供
会

活
動
支
援　

〇
伝
統
文
化
学
習
の
日
の

支
援

　

(2)　

学
校
・
家
庭
・
地
域
・
行
政
の

相
互
連
携
協
力

　

○
あ
い
さ
つ
運
動
の
周
知
徹
底
支
援

　

○
６
３
０
運
動
の
日
常
化
支
援　

○

お
手
伝
い
運
動
奨
励　

○
家
庭
学
習
周

知
徹
底
支
援　

〇
夏
休
み
親
子
教
室　

〇
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
読
書
」
の
充
実　

〇

「
弁
当
の
日
」
の
実
践　

〇
「
や
ー
な

れ
ー
運
動
」
の
推
進

　

(3)　

島
発
ち
後
の
自
立
支
援
活
動

　

〇
高
校
生
支
援
事
業
及
び
激
励
会
の

充
実

４　

文
化
の
継
承
・
発
展

　

本
村
文
化
の
殿
堂
と
し
て
「
歴
史
民

俗
資
料
館
」
の
充
実
強
化
を
図
り
、
文

化
セ
ン
タ
ー
及
び
総
合
ア
ー
ト
の
発
信

基
地
に
な
り
う
る
機
能
化
を
目
指
す
。

○
特
色
あ
る
教
育
課
程
編
成
支
援　

〇

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
充
実

　

(8)　

魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
の
推
進

　

○
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
支
援
と
Ｈ

Ｐ
の
充
実　

○
地
域
人
材
活
用
支
援

○
地
域
連
携
支
援　

〇
学
校
評
価
の
充

実　

○
安
心
・
安
全
・
平
和
な
教
育
環

境
整
備
支
援　

２　

社
会
教
育
の
充
実

　

村
民
一
人
一
人
が
社
会
の
形
成
者
と

し
て
の
自
覚
と
責
任
を
負
い
、
村
民
の

ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
活
動
の
日
常
化
を
図

る
。
特
に
、
青
年
会
・
婦
人
会
・
老
人

会
・
子
ど
も
会
等
社
会
教
育
団
体
の
活

動
の
活
性
化
を
図
り
、
社
会
教
育
指
導

者
育
成
等
の
支
援
を
す
る
。

［
取
組
内
容
］

　

(1)　

社
会
教
育
基
盤
の
整
備
・
充
実

　

○
離
島
振
興
総
合
セ
ン
タ
ー
施
設
の

充
実　

○
学
校
施
設
開
放
の
充
実　

○

公
民
館
活
動
の
充
実　

○
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
強
化
支
援

　

(2)　

家
庭
教
育
機
能
の
充
実

　

〇
基
本
的
生
活
習
慣
の
確
立　

          

○
早
寝
・
早
起
き
・
朝
ご
は
ん
奨
励　

〇
徒
歩
通
学
・
自
転
車
通
学
奨
励　

      

○
時
間
の
け
じ
め
推
進　

○
あ
い
さ

つ
・
身
な
り
・
片
付
け
習
慣
の
奨
励　

〇
家
庭
の
日
設
定
奨
励　

〇
読
み
聞
か

せ
奨
励

　

(3)　

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
社
会
教
育

　

○
諸
講
座
開
設　

○
サ
ー
ク
ル
活
動

奨
励　

○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
奨
励　

　

(4)　

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

　

○
村
民
体
育
の
日
推
進　

○
ラ
ジ
オ
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令和３年度一般会計予算 総額　36億 0,436 万円
◆本年度予算の特徴◆

　一般会計の予算総額は、3,604,355 千円、対前年度比 47.2％増の 1,155,275 千円の贈額となっている。

　歳入を構成比で見ると、地方交付税 33.3％、国・県支出金 42.0％、村債 10.9％と、依存財源が 87.4％を占

めており、自主財源に乏しい歳入構造となっている。

　歳出を性質別と対前年比で見ると、人件費 7,818 千円 (1.4％ )、物件費 579,020 千円 (91.7％ )、維持補修費

19,049 千円 (14.0％ )、扶助費△１,767 千円 ( △ 2.2％ )、普通建設補助事業費は 458,944 千円 (98.0％ )、普

通建設単独事業は△ 14,116 千円 ( △ 23.2％ )、扶助費と単独事業以外は増額となっている。製糖業体制強化事

業や土木費、教育費の大型新規事業により投資的経費の割合が 27.2％と対前年比 83.4％増となっている。

　予算編成にあたっては、少ない経費で最大限の効果が発揮できるよう内部経費の抑制に努め、新たな財源の確保

についても可能な限りの検討を尽くし、確保に努めた。

歳　入 （単位：千円、％）

区 分 本年度予算 構 成 比

自

主

財

源

村税 89,095 2.5

分担金及び負担金 55,729 1.5

使用料及び手数料等 36,780 1.0

財産収入 6,973 0.2

寄附金 38,083 1.1

繰越金・繰入金 188,767 5.2

諸収入 39,342 1.1

小　　計 454,769 12.6

依

存

財

源

地方譲与税 18,682 0.5

交付金等 27,237 0.8

地方交付税 1,199,224 33.3

国・県支出金 1,512,641 42.0

村債 391,802 10.9

小　　計 3,149,586 87.4

歳入合計 3,604,355 100

歳出（性質別） （単位：千円、％）

区 分 本年度予算 比 較 伸 率 構 成 比

消
費
的
経
費

人件費 559,027 7,818 1.4 15.5

物件費 1,210,643 579,020 91.7 33.6

維持補修費 21,712 2,663 14.0 0.6

扶助費 77,228 △ 1,767 △ 2.2 2.1

補助費 336,133 8,359 2.6 9.3

小　　計 2,204,743 596,093 37.1 61.2

投
資
的
経
費

補助事業費 927,459 458,944 98.0 25.7

単独事業費 46,643 △ 14,116 △ 23.2 1.3

その他 3,600 △ 1,215 △ 25.2 0.1

災害復旧費 3,001 2,500 499.0 0.1

小　　計 980,703 446,113 83.4 27.2

そ
の
他
の
経
費

公債費 270,836 65,462 31.9 7.5

積立金 127 △ 999 △ 88.7 0.0

投資及び出資金 0 0 0.0 0.0

繰出金 143,946 48,606 51.0 4.0

予備費 4,000 0 0.0 0.1

小　　計 418,909 113,069 37.0 11.6

合　　計 3,604,355 1,155,275 47.2 100
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令和３年度特別会計予算 総額　9億 6,059 万円
♦国民健康保険事業

歳　　入
款 本年度予算額 前年度予算額 比　較

国民健康保険税 19,569 17,367 2,202
繰越金 1 1 0
諸収入 8 9 △ 1
国・県支出金 159,119 165,030 △ 5,911
療養給付費交付金 0 0 0
前期高齢者交付金 0 0 0
共同事業交付金 0 0 0
他会計繰入金 31,282 31,394 △ 112

合　　計 209,979 213,801 △ 3,822

歳　　出
款 本年度予算額 前年度予算額 比　較

総務費 2,049 4,912 △ 2,863
保険給付費 148,942 150,996 △ 2,054
国民健康保険事業費納付金 52,305 51,219 1,086
老人保健・共同事業拠出金 0 1 △ 1
保険事業費 6,627 6,663 △ 36
後期高齢者支援金 0 0 0
前期高齢者・介護納付金等 0 0 0
保健施設費 0 0 0
諸支出金・繰上充用金 56 10 46
予備費 0 0 0

合　　計 209,979 213,801 △ 3,822

♦水道事業
歳　　入

款 本年度予算額 前年度予算額 比　較
使用料及び手数料 38,424 37,860 564
繰越金 1 1 0
諸収入 3,868 3 3,865
国・県支出金 34,000 78,000 △ 44,000
他会計繰入金 41,899 32,195 9,704
村債 28,200 41,000 △ 12,800

合　　計 146,392 189,059 △ 42,667

歳　　出
款 本年度予算額 前年度予算額 比　較

総務費 122,422 166,265 △ 43,843
公債費 23,968 22,792 1,176
繰上充用金 1 1 0
予備費 1 1 0

合　　計 146,392 189,059 △ 42,667

♦農業集落排水事業
歳　　入

款 本年度予算額 前年度予算額 比　較
使用料及び手数料 12,233 11,915 318
繰越金 0 0 0
諸収入 0 0 0
国・県支出金 0 0 0
他会計繰入金 35,243 30,810 4,433
村債 0 7,600 △ 7,600

合　　計 47,476 50,325 △ 2,849

歳　　出
款 本年度予算額 前年度予算額 比　較

総務費 29,094 31,692 △ 2,598
公債費 18,382 18,631 △ 249
予備費 0 1 △ 1
繰上充用金 0 1 △ 1

合　　計 47,476 50,325 △ 2,849

♦港湾整備事業
歳　　入

款 本年度予算額 前年度予算額 比　較
施設使用収入 2,459 2,457 2
繰越金 1 1 0
諸収入 1,809 1,807 2
他会計繰入金 29,001 1 29,000

合　　計 33,270 4,266 29,004

歳　　出
款 本年度予算額 前年度予算額 比　較

事業費 33,270 4,266 29,004
公債費 0 0 0

合　　計 33,270 4,266 29,004

♦後期高齢者医療
歳　　入

款 本年度予算額 前年度予算額 比　較
後期高齢者医療保険料 6,838 6,485 353
使用料及び手数料 3 0 3
繰越金 1 0 1
諸収入 3 2 1
他会計繰入金 4,519 4,511 8

合　　計 11,364 10,998 366

歳　　出
款 本年度予算額 前年度予算額 比　較

後期高齢者医療広域納付金 11,295 10,986 309
諸支出金 31 2 29
一般管理費 37 10 27
補助金 1 0 1

合　　計 11,364 10,998 366

♦船舶運航事業
歳　　入

款 本年度予算額 前年度予算額 比　較
運航収益 291,945 303,486 △ 11,541
雑収入・その他 2,573 3,480 △ 907
離島航路補助金 89,759 73,704 16,055
他会計繰入補助 96,812 89,499 7,313
企業債 0
補助金 15,878 23,484 △ 7,606

合　　計 496,967 493,653 3,314

歳　　出
款 本年度予算額 前年度予算額 比　較

運航費用 403,240 398,043 5,197
営業費用 92,622 95,310 △ 2,688
予備費 1,105 300 805
建設改良費 0 0 0
企業債償還金 0 0 0

合　　計 496,967 493,653 3,314

♦伊平屋村歯科診療事業特別会計
歳　　入

款 本年度予算額 前年度予算額 比　較
診療事業収入 8,621 0 8,621
繰越金 1 0 1
諸収入 2 0 2
他会計繰入金 6,522 0 6,522

合　　計 15,146 0 15,146

歳　　出
款 本年度予算額 前年度予算額 比　較

総務費 7,449 0 7,449
診療事業費 7,696 0 7,696
予備費 1 0 1

合　　計 15,146 0 15,146



6・9
3

15
の
島
発
ち
を
皆
で
祝
福
。

伊
平
屋
中
学
校
第
73
回
卒
業
式
・
野
甫
小
中
学
校
第
72
期
卒
業
式
　
　
祝
　
高
校
入
試
全
員
合
格 

　

第
73
回
伊
平
屋
中
学
校
卒
業

式
は
６
日
土
曜
日
に
、
第
72
期

野
甫
小
中
学
校
卒
業
式
が
９
日

火
曜
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

伊
平
屋
中
学
校
卒
業
式
で

は
、
男
子
11
名
、
女
子
５
名
計

16
名
が
卒
業
認
定
を
受
け
て
卒

業
証
書
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
中
、
東
恩
納
吉
一
教
育
長

よ
り
「
一
生
懸
命
に
生
き
る
こ

と
で
始
め
は
真
っ
白
な
命
が
素

晴
ら
し
い
色
に
染
め
上
げ
ら
れ

て
い
く
。
こ
れ
か
ら
の
日
々
も

一
生
懸
命
、
生
き
て
い
っ
て
く

だ
さ
い
。」
と
の
祝
辞
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
後
在
校
生
に
よ

る
送
辞
も
、
卒
業
生
に
よ
る
答

辞
も
、
保
護
者
の
謝
辞
も
涙
交

じ
り
で
、
学
校
生
活
の
充
実
と

仲
の
よ
さ
が
う
か
が
え
る
感
動

的
な
式
と
な
り
ま
し
た
。

　

野
甫
小
中
学
校
で
は
、
中
学

生
は
男
子
１
名
、女
子
４
名
が
、

小
学
生
は
女
子
３
名
が
卒
業
認

定
を
受
け
て
卒
業
証
書
を
授
与

さ
れ
ま
し
た
。

　

鎌
田
登
志
男
校
長
よ
り
卒
業

生
一
人
ひ
と
り
へ
の
激
励
に
満

ち
た
式
辞
の
の
ち
大
城
咲
綾
さ

ん
の
学
校
生
活
と
の
涙
交
じ
り

の
惜
別
の
答
辞
が
あ
り
、
地
域

の
方
々
も
参
加
し
一
体
と
な
っ

て
児
童
生
徒
の
卒
業
を
祝
い
ま

し
た
。

↑屋伊平屋中学校

↓野甫小中学校

2021.4　iheya 9



　伊平屋村立伊平屋幼稚園修了式が園舎にて執り行

われました。園児たちは呼名に元気よく答え、金城

正武園長より修了の認定を受け、それぞれの「ぼく

のゆめ　わたしのゆめ」を披露しました。

　14 名の園児たちは４月からは新１年生として、２

名は野甫小学校に、11 名は伊平屋小学校に、1 名

は島外の小学校に入学予定とのことです。

17
3

14 名が幼稚園を卒園。
 伊平屋幼稚園修了式 

　伊平屋村立伊平屋小学校卒業式が挙行されました。卒業生13

名は卒業認定を受け、一人ひとり卒業証書を受け取ると将来の夢や

目標、保護者や学校、周囲への感謝をしっかりと述べていました。

　金城正武校長の式辞では「学び続けること、自分を大切にし人

への思いやりを忘れないこと、健康であること、最後までねばり強

く成し遂げる強い心」の 4 つのはなむけの言葉がありました。

　卒業生による「門出の歌」のあと、サプライズで担任の内間陽

政先生への感謝の寄せ書き贈呈があり、感極まってもらい泣きする

参列者も続出の、感動的な式となりました。

18
3

13 名が卒業。
 伊平屋小学校卒業式 

10 iheya　2021.4
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伊平屋村人口動態 ( 令和３年２月末現在）

総人口 1,223(＋7) ／男 648(＋2) ／女 575(＋5) ／世帯数 594(＋4)

表紙写真：県道 179 号線よりアサ岳を望む

伊平屋村の行事予定表　schedule
４月　April

1日 木 保育所入所式 15 日 木 伝統文化学習の日

5 日 月 ミニデイ（野甫） 19 日 月 ミニデイ（野甫）

7 日 水
入学式（伊中・野甫小中）
1 学期始業式（3 校）

20 日 火 こいのぼり集会

8 日 木
ミニデイ（田名）
入学式（伊小）

22 日 木
幼児歯科検診
保育所保護者会

9 日 金
ミニデイ（前泊）
幼稚園入園式

27 日 火
ミニデイ（我喜屋）
予防接種

13 日 火 予防接種 28 日 水 ミニデイ（島尻）

14 日 水
弁当の日
浜下り

29 日 水 海開き・昭和の日

　16 日、今年度延期で行えなかった東大塾講師の

東大生たちが来島しました。安全確認のため空港で

PCR 検査を受検しての来島となりました。6 人は村長

室を表 敬し、

翌日は各校を

参観し、夕方

には児童生徒

と交流を持ち

ました。

東大生　村長表敬・交流。16・17
3

　本部署より村消防団と伊平屋給油所、嘉納一さん

に警察活動への支援・協力の感謝状が贈呈されまし

た。新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から駐

在所前にて伝達式を行いました。

本部署より感謝状・伝達17
3

　この日、学校給食協議会より村給食センターに勤

務している金城香子さんへ表彰状が贈られ、その伝

達式が村長室にて行われました。これは、長年にわ

たる香子さんの学校給食への貢献が認められたこと

によります。香子さんは 33 年の長きにわたり学校

給食調理員を勤め、一昨年は国頭地区でも功労賞

を受賞しています。

表彰伝達15
3

　2 月15 日、㈱丸内様よりコロナ対策のための寄

付金、金 50 万円を寄付いただきました。

　大切に使わせていただきます。ありがとうございました。

　3月12日、村田名区出身の伊禮安秀さんより村と田

名区へ太鼓 2台が寄贈され、伊禮さんは3月12日、役

場村長室を訪れ、

伊 礼幸雄村長、

伊平屋村民俗芸

能保存会 西江喜

進会長へ太鼓を

手渡しました。

寄附・寄贈15
2

12
3


